
 

 



 

 

 

 



 

 

はじめに 

 

瀬戸内海と山の幸満載の“まつり寿司”や“ばら寿司”、くだ

もの王国おかやまを支える“マスカット”や“白桃”、真備の“タ

ケノコ”や船穂の“ふな飯”、そして、備中杜氏が醸す“地酒”

や“味噌・醤油”。これらはすべて、倉敷市の地域が育んだ自

然の恵みと言えるでしょう。 

倉敷市は、母なる大河、高梁川と、周囲に広がる里地、里

山、そして瀬戸内海など多種多様な生態系を有し、国内でも

希少な生き物が生息するなど豊かな自然を有しています。 

伝統的な町家が並ぶ美観地区や瀬戸内海国立公園に位

置する鷲羽山などの観光資源、そして、国内有数の規模を

誇る水島コンビナートなど、倉敷の歴史、文化、産業は、この自然により育まれてきました。

今日、倉敷市が、産業と自然環境が高度にバランスのとれた全国的に見ても極めてまれな

多機能融合型の地方都市として成立しているのも自然とそこから生み出された生物多様性

の恵みの賜物なのです。 

倉敷市では、自然保護や自然環境保全について、条例制定や市民団体の設立など全国

的にも早い時期から民・学・官協働で取組んできた歴史があり、市立としては数少ない自然

史博物館の設置と運営にも市民の力が大きくかかわってきました。 

一方で、自然環境の損失は、地球上に広がっており、本市においても、在来種の減少、

外来生物の移入や獣害の増加、また、近年の人と自然との関わり方の変化など生物多様性

の保全を取り巻く課題は時代とともに変化、多様化しており、危機的状況を迎えていると言っ

ても過言ではありません。 

これらの課題を解決し、倉敷の豊かな自然と瀬戸内の恵みを未来へつなぐためには、行

政だけでなく、市民、生産者、企業、教育機関など多様な主体が協働で取組むことが必要

不可欠であり、そのための計画として、生物多様性基本法に基づく『倉敷市生物多様性地

域戦略』を策定しました。 

最後に、本戦略策定にあたり、積極的かつ熱心にご検討を頂きました、「生物多様性地域

戦略策定委員会」及び「倉敷市環境審議会」の各委員を始め、計画策定にご尽力を頂きま

した皆様に心から感謝申し上げます。 

 

  平成２６年３月 

倉敷市長 伊東 香織 
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